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高杉 欣- (東大 ･凸)
房総丘陵のニホンザル野生群の遊動とその群
問関係の周年変化l)














































































































･V/木村 光仲 (東大 ㌧比)3)
串かこ生息するニホソザル自然群を対象に,主として
個体追跡による行動様式･地域利用バターソ･日周活動
1)ズム等の把垣･定見化を試み,ニホソザル個体郡の生
活維持に形坪を及ぼす班暁要因の解析を行なうべく調査
を行なった.また,現境桝造のき埠なる地域として白山蛇
令-IL3を選び,カムt)A郡の祝祭を併せて行なった｡-共
同利用研究攻による調査は1973年5月,'J～10月,1974
年1月に延70日にわたって串良で行なった｡
1973年に入って以晩 串良の群れでは多数の個体の死
亡,行JJ'不明,あるいは群れ全体の体力の栄え等が目立
ち,当面の対策として紛糾の硫化が行なわれ,郡れに対
する人熟的扱作が加えられた結果,しばしばili常な退助
が阻留された.従って,日周活動の81Ll起･延止化には多
大の囚姓を伴ない,得られた資料の整FJi･分析上支持を
生ずる結架となった｡
調査資料は現在なお整理中であり,糾並も払拭されて
いるので,現時点においては,ニホソザルが土地,的に
2)73年6月以前の報告の詳鰍ま｢オスの生活史一二ホ
ソザル地域個体群の研究Ⅰ｣ (和田･jli･杉山m,
1974)を参照｡
3)現在,日本モソキーセソク 研ー修員｡
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